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 進捗状況  

☑ ”実感”の共有 ⼼臓超⾳波検査に対する”実感”を持たないメンバーを対象に、実際の検査⾵景や実機の操作感を共

有し、シミュレーターに求められる”実感”や”操作感”に対する理解を深めた。 

  
（左︓マネキンでのプローブと動物の位置関係を再現した様⼦） 

（左︓実際の⽝の超⾳波検査におけるプローブ操作と超⾳波画像） 

☑ システムの試作 3D 空間上にイヌ全⾝および⼼臓のモデルを配置し、超⾳波検査プローブに該当する機器を操作す

ることで各モデルに対するプローブの位置や⾓度をシミュレートする試作システムの開発を⾏な

った。 
 

 



 
（試作システムの画⾯︓⽝ 3D モデル体内にある⼼臓に対して、⻘いバーで⽰される超⾳波プロー

ブとの位置関係が変わると画⾯左の⼼臓の断⾯図も変化する） 

□ フィードバック

と調整 

（進⾏中） 

上述のシステムに対して、動物の超⾳波検査に熟練したメンバーがプローブ操作についてのフィ

ードバックをかけ、システムへの反映を検討している（2024 年 10 ⽉時点） 

同時に、⼼臓 3D モデルの最適化を検討中 

□ システム完成 未達 

□ 教育効果の測定 未達 

□ 発表・公開 未達 
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